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＜連絡事項＞
・地震の影響によりボイラー故障中。
・入浴について
　12/15（月）以降の入浴も月・水・金の13：00～17：00に西病棟で行うため、東Ｄ→メンタル
ケア病棟エレベーター→西病棟浴室の経路で、離院行為に注意して誘導をお願いします。
・入院患者様の携帯電話使用について院内の様子の撮影・動画撮影・SNSの投稿について患者様へ掲示してお知らせしています。
・西病棟へ貸し出ししていた点滴スタンドは本日返却されている。

＜入室状況＞
【入院】
・中山　正光様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院
【転出】
・花生　様～南病棟Dユニット203号室へ転出
・太田　省三様～南病棟Dユニット209号室へ転出
・中村　聡様～西病棟Bユニット24号室へ転出
・小向　栄子様～西病棟Aユニット51号室へ転出



【転入】
・泉　沙耶様～西病棟Bユニットから合併症室へ転入
【ユニット移動】
・なし

＜患者様連絡事項＞
・長谷川　豊様～12/18主治医面談時間変更希望あり。主治医より12/18　15:30で了承ある。
　　　　　　　　特別診察室で予約済み。
・坪坂　真由美様～退院希望聞かれ主治、主治医と話したいと希望ある事お伝えしている。
・石岡　夢空様～主治医へ入院診療計画書作成済み。
・保土澤　光子様～本人希望にてヒアレイン点眼液の処方あり。北病棟転出許可あり。
・尾形　アイカ様～12/17外出時間を早めたいと父様より架電あり。7:00出発となる為朝は欠食。（栄養へ連絡済み）
・泉　沙耶様～指示のエビリファイ(400)1キット　右肩+フルデカシン筋注 1ml左肩へ施行。
・長浜　厚子様～ひかり内科受診の為外出。入院診療計画書サイン貰い済み。
・三浦　華菜様～麻美レディースクリニック受診の為母様と外出。眼鏡の見積書届いている。
・大平　香奈様～排便-6日目。GE施行している。年末の外泊については主治医より許可あり。
・石岡　夢空様～12/25ENT予定。措置解除面談は日程調整中。祖母様へ主治医より連絡しているが不在→折り返しあったら、架電して良い時間確認し、主治医へお伝えする。
家族様と連絡が繋がるよう1回/日病棟からも架電するよう指示あり。本日はAユニット8号室で経過みるが、夜間隔離室使用があれば
多床室へ移動可。
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放後他室侵入、私物弄り繰り返し自制できず早めの開放観察終了となる。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光の鋭さ、妄想言動あり話の切り上げできずスタッフ介入要している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。対面時表情冴えなさあるが危険行為や気分高揚さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。自己中心的な要求聞かれるが壁叩き等の粗暴性や不穏さは減少傾向。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・石岡　夢空様～主治医診察にて15：25隔離解除。

＜皮膚科診察情報＞
　特記ある患者様はいません。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：中山　正光（なかやま　まさみつ）様
　生年月日：昭和22年2月5日(78)
　病　　名：せん妄
　合 併 症：なし
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　令和7年1月コロナウィルスに罹患。その後転倒し陰嚢水腫と陰嚢表皮裂傷を受傷したことから同月21日八戸市立市民病院泌尿器科へ入院。入院中には尿閉も認めフォーレ留置。同月26に退院。同月27日に全身脱力などから陰嚢水腫穿刺部感染の疑いで同科へ再入院。その後せん妄が生じ抑肝散やセレネースの処方がなされたものの不穏が続き同院精神科が介入、昼夜問わず攻撃的であったため薬剤調整行ったところせん妄は改善。また、2月23日には一過性意識障害を認め同院循環器内科受診しモニター装着で原因となるような所見は認められず原因は断定できなかった。令和7年5月有料老人ホーム「つばさ」入所を機に内科種市病院へ転医。日付や季節感覚が曖昧なことはあるが、目立った物忘れはなく当初は安定して過ごしていた。令和7年9月頃より不眠、大声、ベッドからずり落ちる、介護抵抗あり同院にてリスペリドン処方されたが改善みられず、長男様より専門治療の希望聞かれ同年11月11日当院初診。薬剤調整していたが、症状の改善なく、妄想言動や幻視が続いている事やベッドからの転落、尿バッグの抜去や不穏さある為、令和7年12月16日、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

